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強化学習を用いた運転の危険性評価強化学習を用いた運転の危険性評価
■ 工学部 電子情報工学科 教授　松木　裕二

○ 研究分野：人間工学、社会システム学、交通心理学
○ キーワード：機械学習、交通事故、運転者モデル、衝突確率

研究概要

　この研究では、交差点での交通事故リスクを定量的に評価する新たな手法を開発することを目指してい
る。運転者の行動は非常に複雑であるため、それを数理モデル化することは困難とされてきた。特に、右折
のような複雑な運転場面においては、従来のリスク評価方法が適用できないという問題があった。
　このような問題を解決するために、本研究では機械学習の１つである強化学習を用いて交差点を通過す
る運転者モデルを作成した。この運転者モデルでは、人の視野特性、運転操作量などを現実と同じように
制限しており、その制限の中で目的地を目指して右折を行うように学習する。
　この運転者モデルを利用することにより、道路環境や交通環境が交差点での衝突リスクにどのように影
響するかをシミュレーションすることが可能となった。
　今後は右折だけでなく、他の場面における運転の危険性も評価ができる汎用的な運転者モデルを作成
する予定である。本研究により、従来では困難であった複雑な運転状況に対する衝突リスクを定量的に評
価することが可能となり、運転者教育、安全運転支援装置の開発に役立つことが期待される。

図：信号交差点での事故事例状況図と事故の特徴（公益財団法人交通事故総合分析センター「イタルダインフォメーション」より）

利点特徴 応用分野
従来は評価が難しかった運転の危険性を定量的に評価することが
可能となる。

安全運転教育、安全運転支援装置の開発


